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1．緒言 

 国内・海外ともに釣り人の関与に関する研究は

乏しく，わが国では坂口・菊池（2002）の平成13

年度忠類川サケ・マス有効利用調査に参加した釣

穫調査協力者を対象とした研究のみである．坂

口・菊池（1998，2001，2002）は，レジャー活動

を事例に日本語版関与尺度の開発を行っており，

リスクの可能性，重要性の2項目（場所に対する

リスク）が含まれている．釣り人に関する研究は

少なからず蓄積されてきたが，バスフィッシャー

の関与に着目した研究は見当たらない．そこで本

研究はバスフィッシャーの関与測定にはリスク

の項目を含むことが適していると考え，日本語版

IPスケールを用いて，バスフィッシャーの消費者

心理（特に消費者関与）及び消費行動を明らかに

し，びわ湖の環境を守る事業に対するWTP（支払

意思額），環境保全行動との関連について明らか

にすることを目的とする． 

2．研究方法 

・調査対象：びわ湖付近で釣りをしている，釣り

をしたことがあるバスフィッシャーを対象と

した．回収数は陸釣り 150票，ボート釣り 150

票，合計300票である. 

・調査項目：基本属性（郵便番号，年間派生費用

など），活動に関する関与［日本語版IP(坂口・

菊池,2002)5 因子 25 項目］，環境

保全行動（4因子16項目），WTP（支

払意思額）を用いた． 

3．結果および考察 

 バスフィッシャーの消費者行動を

把握するため，ボートと陸の各変数

の比較を行った．その結果，「違法行為への配慮」

でボートより陸釣りの方が高い平均ランクを示

し，有意な差が認められた（表1）．結果から，ボ

ートで釣りをする場合は，駐車場が完備されてい

ることが多く，違法行為を行うことが少ないから

と考えられる．陸釣りをする場合は，近年釣り禁

止区域が増えており，駐車場が設備されていない

ことから，違法行為をすることになりやすいと考

えられる． 

 

 高関与群と低関与群の2群に分類し，重回帰分

析を行なった．高関与群では「リスクの重要性」

が「保全行動」と「環境意識」に対して，正の影

響を与えていた．同項目で低関与群では負の影響

を与えていた．結果から，高関与群は釣り場の環

境に左右されず，びわ湖の自然を大切にし，ゴミ

拾いなど進んで行う傾向にあると考えられる． 

 支払意思額では，ボートと陸の2群では有意な

差が認められなかったが，関与高低では高関与群

の方が高い平均値・平均ランクを示し，有意な差

が認められた． 
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